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４月１８日に６年生を対象に実施された、「全国学力・学習状況調査」の結果とその分析から見

えてきた咸新小学校児童の特徴についてお知らせします。これらの結果をもとに学校全体で指

導法の改善に取り組み、学力のさらなる向上を目指していきます。

１．教科に関する結果から

◎国語

【正答率の高かった問題】

①調べたことを報告する文章の中で、図や表、グラフなどを用いた目的を捉える問題

②漢字を文の中で正しく使う問題 ＜同音異義語＞

【課題】 【対策】
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説明的文章の読み取り方を丁寧に指導していきま

す。キーワードや接続語を意識しながら読み進め、

書かれている内容を矢印や図表などを用いて、関

連づけて整理し、要点をつかむ力を育てます。

日記や作文等、文章を書く際に、「一文の長さ」「主

語と述語の対応」「修飾と被修飾の関係・読点の

位置」「重文・複文の書き換え」「接続語」など、

わかりやすい文章づくりを指導します。

日々の授業の中で、話し手の考えやその意図を捉

えるために、質問したり言い換えたりするなど、

工夫した話し合いやインタビューの方法を取り入

れていきます。

複数の情報を取り上げて、理由を明

確にして、自分の考えを書くこと。

（下記の問題★）

文と文の意味のつながりを考えなが

ら、接続語を使って内容を分けて書

くこと。 （下記の問題★★）

話し手の意図を捉えながら聞き、話

の展開に沿って自分の理解を確認す

るための質問をすること。



◎算数

【正答率の高かった問題】

①計算問題

②棒グラフの読み取り問題

③除法を計算しやすい式にして計算する問題

【課題】 【対策】

低学年から図形を「ずらす」「回す」「裏返す」な

どして、他の図形を構成する経験を積むことで、

図形の定義や性質を十分に理解させたり、図形に

対する感覚を養ったりしていきます。

授業の中で、積極的に算数用語を使って考えや理

由を話す場面を多く取り入れていきます。図や式、

資料などを指さしながら説明したり、分かりやす

い例文をまねしたり、説明する力を育てます。

３年生の「棒グラフ」、５年生の「単位量当たり」

の学習では基本的な知識と技能が確実に身に付く

よう、指導します。そして、理科や社会など他の

教科でも複数のグラフを関連づけて考える学習に

積極的に取り組みます。
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(正解)
２０は、長方形の面積を表しています。
４は、三角形の面積を表しています。
２０－４は、長方形の面積から三角形の面積を引いて
いることを表しています。

図形の性質を理解し、２つの合同な

図形を組み合わせて新しい図形を構

成すること。

示された図形の面積の求め方を、筋

道を立てて数学的な表現を使って説

明すること。 （下記の問題★）

複数の資料の特徴や傾向を関連づ

け、１つの資料からは判断すること

ができない事柄について判断するこ

と。 （下記の問題★★）

(正解) １



２．質問紙から見えたこと

【良好であった点】

○ほぼ 100 ％の児童が、「地域や社会をよくするために、何をすべきかを考えることがある」「今住

んでいる地域の行事に参加している」と答えている。

○「将来の夢や目標を持っている」と答える児童の割合が高い。

○「授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、工夫して発表して

いる」と答える児童の割合が高い。

○新聞を読んでいる児童が多い。

○学習に前向きな児童が多い。

各教科に対する興味・関心も高い。

○「家の人（兄弟姉妹をのぞく）と学校での出来事について話をする」と答えた児童が非常に多い。

【課題】 【対策】

今後も、教職員一同、〔学校教育目標〕『進んで学び、心豊かにたくましく生きる子の育成』に努めてまい

ります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

自分で計画的に学習する力と意欲をさらに伸ば

すために、自主学習をどんどん奨励して、やる

気を持って取り組めるように支援していきま

す。

朝読書以外の時間に読書している児童が少ない

ので、今後もブックフライデーを実施し、読書

に親しむ機会を増やしていきます。

「読書は好き」と答える児童は８割いるが、

平日に１時間以上読書をする児童は２７％

と少なく、６割の児童は３０分以下である。

「自分で計画を立てて勉強をしている」児

童は多いが、約半数の児童が、家庭学習の

目標時間（１～２時間）を達成していない。

「自分で考えよう」「自分の考えを友だちに分か
ってもらいたい」と学びに向かう気もちが身につ
いています。学びの土台となる部分ですので、大
切にしていきます。

中池見を中心に体験学習などをしてきた成果が表れています。また、地域や子ども
会、東郷公民館での行事などに積極的に参加しているためだと思われます。

今後も学校・学級だよりやホームページを通して、
話題や情報が提供できるように努めます。




